
令和６年中の交通事故の発生状況について

1

福井県警察本部
交 通 企 画 課



１ 交通事故の発生状況

2

福井県警察

・死者数2３人は、記録が残る
S23以降２番目に少なく、近
年の減少傾向を維持

・死者に占める高齢者の割合は、
7８.3%と増加傾向

・人身事故件数は減少するも、
重傷者数は増加

（注１）構成率は全年齢死者数に占める高齢者（65歳以上）死者数の割合をいう。 （注２）カッコ内順位は、人口１０万人当たり死者数のワースト順位。
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交通事故死者数の推移
全年齢 高齢者 構成率

(４位)

(２位)

(１位)

(１位)

(12位)

(２位)

(８位) (５位)

(23位)
(17位)

(人)

総 事 故

件 数

人身事故
物損事故

件 数件 数 死者数
傷者数

重傷者数

令和６年 21,574 964 23 1,100 213 20,610

令和５年 21,582 986 20 1,133 200 20,596

増減数 -8 -22 +3 -33 +13 +14



２ 交通死亡事故の特徴
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福井県警察

(1)高齢交通弱者の死者が増加

（注１）「交通弱者」とは、歩行者及び自転車乗用者をいう。
（注２）構成率は、交通事故死者数に占める高齢交通弱者死者数の割合。
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高齢交通弱者の死者の内訳

歩行者 自転車乗用者

・高齢交通弱者が、交通事故死者の約４割を占める

・高齢交通弱者の死者は６人増加（歩行者が４人増加、自転車乗用者が２人増加）

・高齢歩行者７人は全て道路横断中で、うち２人が横断歩道横断中
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２ 交通死亡事故の特徴
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福井県警察

(1)高齢交通弱者の死者が増加

・高齢交通弱者の死者（５５人）の半数以上（28人）が80歳以上

・高齢歩行中死者（４１人）の約６割（２４人）が夜間歩行中

・夜間歩行中死者（２４人）のほとんど（２２人）が反射材非着用

年代別・高齢交通弱者の死者数 昼夜別・高齢歩行中死者数

R2～R6
高齢歩行中死者

４１人

夜間
２４人、５８．５%

昼間
１７人、４１．５%

夜間高齢歩行中死者の反射材着用状況

R2～R6
夜間高齢歩行中死者

２４人

反射材あり
２人、8.3%

反射材なし
２２人、91.7%

R2～R6
高齢交通弱者死者

55人

６５～６９歳
６人、10.9%

７０歳代
２１人、３８．２%

８０歳以上
２８人、５０．９%



２ 交通死亡事故の特徴
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福井県警察

(2)高齢運転者の割合が減少

・運転者が第１当事者となる交通死亡事故の
うち高齢運転者が占める割合は、前年に比
べて９．１ｐｔ減少

・９件中７件が車両単独事故

・９件中１件は自転車乗用者（単独事故）
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（注１）交通死亡事故件数は、歩行者が第１当事者となる事故を除く。
（注２）構成率は、運転者（自転車含む）が第１当事者となる交通死亡事故件数に占

める高齢運転者（自転車含む）の件数の割合。
（注３）カッコ内数値は、自転車乗用者が第１当事者となる件数。
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（注）カッコ内数値は、自転車乗用者が第１当事者となる件数。
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年代別・高齢運転者による交通死亡事故件数

（R2～R6）

R2～R6
高齢運転者１当
死亡事故

5８

６５～６９歳
１８件、３１．０%

７０歳代
３０件、５１．７%

８０歳以上
１０件、１７．２%

２ 交通死亡事故の特徴
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福井県警察

(2)高齢運転者の割合が減少

・高齢運転者が第１当事者となる交通死亡
事故の約半数は70歳代

・平均年齢は７３．４歳

・高齢免許保有者は、年々増加

・高齢免許返納者は、２年連続増加
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２ 交通死亡事故の発生状況
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福井県警察

・３月、４月、７月が特に増加（＋１０件） ・１０月以降は、減少傾向を維持

・R1～R5平均と比べると１０時台～１２時台、１７時台～１９時台が特に減少
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２ 交通死亡事故の発生状況
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福井県警察

・福井市（６件）、越前市（５件）、敦賀市（４件）の順で多い

・越前署（６件）、福井署・敦賀署（４件）、福井南署・大野署（３件）の順で多い
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２ 交通死亡事故の発生状況
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福井県警察

約半数を県道以上の幹線道路が占める
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３ 自転車関連交通事故の発生状況
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福井県警察

・前年に比べ３９件増加

・全人身事故件数に占める自転車関連交通事
故件数の割合は、概ね全国の約半分で推移

（注１）「自転車関連交通事故」とは、自転車乗用者が第１又は第２当事者となった
事故をいう。自転車同士の事故は１件として計上。

（注２）構成率は、全人身事故件数に占める自転車関連交通事故件数の割合。
（注３）全国の構成率は、令和６年11月末時点。

自転車乗用者（１・２当）の法令違反件数（R6)

（注１）法令違反の件数は、第１当事者と第２当事者の合計。
（注２）調査不能は、違反不明として計上。

信号無視
２件、1.6%

通行区分
8件、6.2%

交差点安全進行義務違反
36件、27.9%

徐行場所違反
5件、3.9%

指定場所一時不停止等
６件、4.7%

安全運転義務違反
57件、44.2%

違反不明
１件、0.8%

違反なし
９件、7.0%

その他の違反
5件、3.9%

・自転車乗用者の約９割に法令違反あり

・特に安全運転義務違反、交差点安全進
行義務違反が多い

違反あり
120件、93.0%

(件)



３ 自転車関連交通事故の発生状況
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福井県警察

・前年に比べ小学生（＋１３人）と高齢者
（＋１２人）の増加が顕著

・高齢者（３２人）、高校生（２３人）、小学生
（１７人）の順で多い

・全体の着用率は、２４．８％で、前年に比
べ７.0ｐｔ上昇

・前年に比べ小学生（＋16.2pt）と中学生
（＋３４．６ｐｔ）の上昇が顕著
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３ 横断歩道横断中の歩行者が関係する交通事故発生状況
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福井県警察

・前年に比べ８件減少

・一時停止率は、前年に比べ８.0ｐｔ上昇す
るも２年連続全国ワースト３位

・横断歩道事故のほとんどが交差点で発生

・交差点での横断歩道事故の約７割は車両
が右折する際に発生
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横断歩道横断中の歩行者が関係する交通事故件数及び

信号機のない横断歩道における車両の一時停止率（JAF調査）

横断歩道事故 死亡事故 JAF停止率（福井県） JAF停止率（全国）

(件)

(22位) (８位)

(14位)

(３位)

(３位)

道路形状別・横断歩道横断中の歩行者が関係する交通事故件数
（R2～R6）

R2～R6
横断歩道事故件数

２３２件

交差点
２２３件、９６．１％

左折
２３件

直進
４5件

右折
１５５件

交差点付近
１件、0.4％

単路
８件、３.4％

（注）「横断歩道横断中の歩行者が関係する交通事故」とは、横断歩道横断中の
歩行者が第１又は第２当事者となる事故をいう。

（注１）件数は、「信号機あり」と「信号機なし」の合計。
（注２）「交差点」ついては、車両（第１・第２当事者）の進行方向を記載した。



４ 飲酒運転による交通事故の発生状況
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福井県警察

・前年に比べ１１件減少

・飲酒運転による交通死亡事故は、過去５
年間で９件発生

（注１）「飲酒事故」とは、第１当事者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のい
ずれかに該当する人身事故をいう。

（注２）構成率は、第１当事者が運転者（自転車含む）となる人身事故件数に占める飲酒事故件数
の割合。

（注３）カッコ内数値は、自転車乗用者が第１当事者となる件数。
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（注１）「死亡事故率」とは、第１当事者が運転者（自転車含む）となる人身事故件数に占める
死亡事故件数の割合。（死亡事故率＝死亡事故件数÷交通事故件数×100）

（注２）「飲酒事故以外」には、調査不能を含む。
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